








抑うつと心身症的身体症状の出現をみた頻回再発ス剤依存性ネフローゼ症候群の 13 歳男

子例を経験した。患児は 4歳時発症し,1 年 8 ヵ月間ステロイド治療を受けた。約 7年の完

全寛解後12歳時に再発,以後頻回再発ス剤依存傾向を示し,3回の入退院をくりかえした後,

当院に転院した。不眠,神経性頻尿,頭痛,嘔気,食思不振,倦怠感などの身体症状と不安・焦

燥感,逃避的・拒絶的態度をともなった抑うつ状態を呈し,ス剤投与による精神的変調と考

えられたが,一方で成長抑制・肥満・多毛などの self body image の変化,繰返す再発と長

期の学習空白による将来への不安,入院による家族や友人からの隔離,画一的な生活管理な

どの心理的・環境的因子の関与がうかがわれた。対策として,長期寛解を得る治療法の開発

と選択とともに,全人的生活管理と積極的な心理的アプローチが必要と考えられる。 


